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開設の⽬的・概要　等

パーキンソン病、認知症を伴うパーキンソン病、レヴィ⼩体型認知症、多系統萎縮症はα-シヌクレインタンパク(AS)の凝集が引き起こす神経変性疾患でありシヌクレイノパチーと総
称される。本疾患は原因不明に神経細胞が変性脱落する進⾏性の疾患である。加齢が発症に関与するため、超⾼齢社会である本邦では今後さらに有病率が増加し、社会問題に
なることは必⾄であり、疾患修飾療法の開発が焦眉の急である。本疾患の原因となるASは異常構造になると正常型ASを巻き込み線維化する。この、線維化を引き起こす異常構
造型ASをシードと定義するが、本講座ではこのASシードに着⽬した疾患修飾療法の開発を⾏う。また、得られた成果を基盤としたシヌクレイノパチーの治療法に関するソリューション
の提供が可能となる。また本講座を通して⼈材教育や患者教育などを⾏い社会へ貢献をする。
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